
ＲＰＡの導入から運用までの方法やどんな活用方法があるかを学ぼう！
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備考

合計時間

カリキュラム作成のポイント

・ＲＰＡの基本的な考え方や活用場面及び導入に向けたポイント等について学習をしていきます。
・様々な企業でのＲＰＡ導入事例紹介などを取り入れ、企業において「ＤＸの推進が求められていること」をお伝えしていきます。

3 ＲＰＡ開発の役割 ＲＰＡの自社開発とベンター開発の場合の比較
・社内人材による自社開発する場合と専門ベンダーに任せる場合
の比較について、「メリットとデメリット」「コスト」「運用の柔軟性」か
らの解説

ＲＰＡの社内開発（システム部門主導と現場主導)の比較
・システム部門で行う場合と現場（部門)で行う場合の比較につい
て、「メリットとデメリット」「コスト」「運用の柔軟性」からの解説
・【演習】開発に向けた留意点の意見交換

2 ＲＰＡの活用方法 ＲＰＡの活用事例
・ＲＰＡの活用事例を通じて、「ＲＰＡが効果を発揮する業種とはど
んなものか」「どんなリスクがあるか」「どんな対策をすることで成功
するか」の解説

生産性の高い業務フローの検討
・【演習】ＲＰＡの導入に向け、現状の業務フローをそのまま自動化
するのではなく、ムリ/ムダ/ムラのない業務フローの自動化を目指
した業務フローの再設計について検討する

・【演習】自社業務の中で、ＲＰＡの導入に向いている業務、導入す
べき業務にはどのような業務があるか検討する

コースの
ねらい

業務の自動化による生産性の向上を目指して、ＲＰＡの概要や導入手順、活用方法を理解する。

対　象
（初任・中堅者層向け）
・データ収集など、活用できる事例を知りたい方
・ＲＰＡツールにふれて、導入への知識を深めたい方

講
義
内
容

「基本項目」 「主な内容」

1 ＲＰＡの導入手順 ＲＰＡの概要と特徴（機能・メリット・リスク）
・ＲＰＡとは、ＲＰＡの概念
・ＲＰＡ導入に適している業務、ＲＰＡの導入で実現できること、導
入のメリット、導入によって発生するリスク（注意点）について解説

ＲＰＡ活用の実行モデル
・ＲＰＡ導入を成功に導くモデルケース
・構想→計画→導入→改善の実行モデルについて解説

ＲＰＡ導入対象業務の検討

生産性向上支援訓練カリキュラム

Ａ．バックオフィス

新技術活用 はじめてのＲＰＡ（導入編）　正式名：ＲＰＡ活用


